
大学におけるしょうがいしゃ教育
～全カリ言語教育の現場から～

  日　時：2010 年 11 月 18 日（木）18 時 00 分～ 20 時 00 分
  場　所：立教大学池袋キャンパス 太刀川記念館３階多目的ホール

 ◆基調講演
 石田　久之　氏 筑波技術大学　障害者高等教育支援センター
   障害者基礎教育研究部（視覚障害系）教授
 演　題： 「教員の責務としての障害学生修学支援」

 ◆事例紹介
 秋山　奈巳　氏 神奈川県立平塚ろう学校教諭
  「しょうがいを乗り越える言語学習」
 文　珍瑛  本学ランゲージセンター教育講師（朝鮮語）
  「しょうがい学生が所属する授業運営」

 ◆司会
 谷野　典之  本学異文化コミュニケーション学部教授
   全学共通カリキュラム運営センター
   言語教育科目構想・運営チームリーダー

 ＊手話通訳　細野昌子／岡田直樹（本学兼任講師）

全カリシンポジウム２０１０

司会（谷野）　定刻になりましたので、
2010 年度の全カリシンポジウム「大学
におけるしょうがいしゃ教育」を開始
したいと思います。本日司会を務めさ
せていただく全カリ言語教育科目構想・
運営チームリーダーをしております異
文化コミュニケーション学部の谷野と
申します。よろしくお願いいたします。
　今回は、全カリ言語教育の現場から
問いを立てたシンポジウムです。それ
では、まず簡単に、立教大学の言語カ
リキュラムの改革と、今回のシンポジ
ウムの関係についてご紹介したいと思
います。
　立教大学では、2010 年度から言語科
目の改革を行いました。昨今、学校教

育における外国語教育が遅れているの
ではないか、国際化の時代に対応する
ため、もっ
と話す、聞
くというこ
とに重点を
置 く べ き
だ、という
ことがいわ
れ て い ま
す。しかし、
実際にやっ
てみると、
聞こえない
学生、話せ
ない学生が
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やってきます。そういう場合に、われ
われが提供しているカリキュラムを、
どのように適用していったらよいのか、
また、公平性を確保した成績評価をど
のように実現していったらよいのだろ
うかなど、言語科目を担当している教
員が初めて直面する、さまざまな課題
が明らかになってきたのです。
　このような言語教育の現場が直面す
る課題に基づいてシンポジウムを企画
したわけで、特に、しょうがいしゃ教
育における言語教育をテーマとして企
画を詰めてまいりました。
　まずは、基調講演として、筑波技術
大学の石田久之先生をお招きしていま
す。その後、神奈川県立平塚ろう学校
の秋山奈巳
先生、本学
全カリ教育
講師の文珍
瑛 先 生 か
ら、それぞ
れのご体験
に基づいた
事例をご紹
介いただき
たいと思い
ます。
　また、本
日のシンポ
ジ ウ ム で
は、手話通
訳を 2 人の
先生にお願
いしていま
す。本学で
は 2010 年
度から、「日
本手話」と
い う 科 目
を、言語科
目と位置付
けて開講し

ています。この授業を担当していただ
いている細野昌子先生、岡田直樹先生
が手話通訳に当たってくださいます。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
　まずはシンポジウムに先立ち、本学
総長である吉岡知哉から一言ご挨拶を
させていただきます。吉岡総長、よろ
しくお願いいたします。
総長（吉岡）　総長の吉岡でございま

す。
　今日はお集まりくださいまして、あ
りがとうございます。障害者に関する
言説というのは、どうしても、いわゆ
る健常者と障害者という二分法に足を
取られてしまうというきらいがありま
す。
　しかし、当然ですけれども、その領
域というのははっきりと分かれるわけ
ではありません。それは健常者がいつ
でも障害者に変わり得るということも
ですが、そもそも絶対的な健常者、完
全な健常者というのはいないというこ
とだと思います。そういう意味では、
障害者の問題を考えるということは、
自分のことを理解することと結び付い
ているのだと私は思っています。
　私たちは常に 2 つのことを考えなく
てはいけないだろうと思います。1つは、
障害分野はやはり常に個別であって、
その個別に対応を考えなければならな
いということです。もう 1 つは、どこ
かで正当化していかなければならない
という抽象化の問題といいますか、制
度に乗せていくという問題があるのだ
ろうと思います。この制度という面で
は、立教大学では「しょうがい学習支
援室」という形で、制度化していくプ
ロセスに入っております。
　障害者教育の問題というのは、大学
がいかに自分を開いていくのかという
ことで、障害者に対して大学が知識を
伝える相手を広げるという意味ももち
ろんそうですが、障害学生に、どのよ
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うに、テキ
ストを教え
るのか、伝
えるのか、
と い う コ
ミュニケー
ションの問
題があると
思います。
そして、大
学がいかに
構成員を広
げていくの
か、これは、
自己理解の問題と結び付いていて、大
学にとっても知性の課題、つまり、非
常に重要な問題と結び付いていると
思っております。
　今日のシンポジウムが充実したもの
となって、実践的に実のあるものにな
ることを願っております。今日はあり
がとうございます。
司会　吉岡総長、ありがとうござい
ました。
　続きまして、全カリ運営センター部
長の青木康から、ご挨拶を申し上げま
す。
青木　全カリ部長の青木でございま

す。本日、お集まりいただきまして、
ありがとうございます。
　全カリはいまから 13 年ほど前に現在
のようなかたちで発足しました。早い
頃からこういうかたちでシンポジウム
を開いて、たとえば、全カリの中にこ
ういう科目ができた、それにはどうい
う意味があるのか、またもう少し広く、
大学における教養教育というテーマを
掲げたこともありました。このように
して、大学教育にいろいろな角度から
切り込むシンポジウムを、毎年 1 つず
つですが、開いてまいりました。
　前回は、「学士課程の科学教育－全カ
リ理系教育の未来」というテーマで開

催しました。本学では、文科系学部が
多いので、そういう中で自然科学をど
う教えていけるのだろうか、というこ
とも、私たちにとっては大きなテーマ
であり、昨年度はそういう議論をした
ことを覚えています。
　今年度の企画を考えるにあたり、障
害を持った学生を本学でどのように迎
え入れ、学び合い、教え合っていくか
ということを大学全体で考えていたこ
とがきっかけの 1 つでした。大学が障
害を持った学生を迎えた場合に、考え
なければいけない課題はたくさんある
と思います。その中でも、とりわけ言
語教育の場合、単に情報が一方通行で
はたぶんうまくいきません。双方でコ
ミュニケーションしなければならない。
後ほど話題になるかと思いますが、む
しろ学生の側から積極的に自分の考え
ていることを述べる、そして、相手か
らまた反応を受ける。そういう双方の
やり取りがたいへん重要になってきま
す。そういう中でやはり障害を持って
いらっしゃる方と共に学んでいくこと
に、どんな課題があるかということは、
非常に大きな問題であろうと思ってい
ます。
　本日は、たくさんの方にお集まりい
ただきまして、ありがとうございます。
有益なシン
ポジウムに
なることを
主催者とし
て 祈 り つ
つ、開会の
ごあいさつ
とさせてい
た だ き ま
す。
司会　そ

れでは、さ
っそく石田
先生から基
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調講演をお願いしたいと思います。石
田先生は、筑波技術大学の障害者高等
教育支援センター障害者基礎教育研究
部教授として、特に視覚障害を専門に
教育を担われております。
　石田先生、よろしくお願いいたしま
す。

＜基調講演＞
「教員の責務としての障害学生修学支援」

石田　皆さん、こんばんは。ご紹介
にあずかりました筑波技術大学の石田
と申します。筑波技術大学は、国立大
学ではありますが、たぶん 83 校ある国
立大学の中で一番認知度の低い大学で
はないかと思っています。学生定員も
大学院を含めて 370 名で、皆さんの大
学からすれば大変規模の小さな大学で
す。
　しかし、１つだけユニークなところ
があります。本学の学生は全員が障害
者です。視覚障害あるいは聴覚障害、
その障害者だけを受け入れるというこ
とで 20 年ほど前に誕生しました。私は
そこでずっと視覚障害を専門に教育を
担当してきましたので、こういう障害
学生の教育や支援という時には、時々、
お呼びいただいております。
　本日は「教員の責務としての障害学
生の修学支援」ということでお話をさ
せていただきます。内容は支援の現状
をお話しし、教員とは何ぞやいうこと、
それから、キャリア形成ということに
少し足を踏み込んでみようかと思って
おります。

障害学生支援の内容

　それでは、早速、本題に入らせてい
ただきます。日本学生支援機構（JASSO：
Japan Student Services Organization）
の調査によりますと、現在、高等教育

機関には 7,103 人の障害学生がいます。
JASSO の調査の回答率がなんと 100%
でして、全数が 7,103 人という数値です。
平成 17 年度は 5,400 人ぐらいでしたが、
一度下がったあと、現在まで学生数は
伸びており、7,000 人を超すまでに至っ
ています。
　現在、高等教育機関に 320 万人の学
生がいます。これに対する在籍率を求
めますと 0.22％で、100 人の学生がいて
も１人いるかいないかという率になっ
ています。ちなみにイギリスでは
２、３％、オーストラリアは５％ぐら
いだという文献を読んだことがありま
す。アメリカでは何と９％ぐらいの障
害学生がいると言われています。アメ
リカの障害者は日本と少し範囲が違い
ますので、直接比較するわけにはいき
ませんが、何にしても外国、特に欧米
の先進諸国とは、在籍率が一桁違って
いるということになります。
　7,100 人もいるのですが、この中で支
援を受けている障害学生と受けていな
い学生がいます。どんな障害学生でも
何らかのサポートを一日中、付けなけ
ればいけないわけではありません。支
援が必要な障害学生は、平成 17 年度か
らずっと伸び続けていまして、平成 19
年度以降、支援が不要という学生数よ
りも多くなっています。この傾向は今
後も続いていくと思っております。
　いろいろな大学でこういう障害学生
に対して、具体的にどういう支援を行っ
ているかというのをざっと挙げてみま
した。視覚障害学生に対しては、点訳、
テキストや試験問題を点字に直すこと
ですが、これがあります。逆に、墨訳
というのは、点字で打ってきたものを、
われわれが読める活字に直すことです。
墨という字を使っていますが、別に筆
と墨で書いたものを訳すというわけで
はなくて、目が見える人が使っている
活字を、点字に対して墨字と言ってお
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ります。これに直すという作業も必要
となります。
　それから、座席位置の配慮。明るい
場所に座ってもらう、あるいは前のほ
うに座ってもらうという配慮がありま
す。
　文字種の配慮もあります。実は明朝
体というのは縦方向と横方向の線の太
さが違うのです。見た目にはきれいと
いう感じを受けますが、縦横の太さが
違うとすごく読みづらくなる。あるい
は何回もコピーをしたときに、横方向
の細いほうだけ字が消えてしまい、結
局、何が書いてあるかわからないこと
にもなりかねないので、本学では、ゴ
シック体を使うことが多くなっており
ます。ただ、ゴシック体は結構晴眼者
が見ると圧迫感があるので、丸ゴシッ
クを使っています。
　聴覚障害学生には、ノートテイクや
PC（パソコン）テイク。これらについ
てはのちほ
ど、説明し
ます。いま、
お隣でやっ
ていただい
ております
手話通訳、
さらにはＦ
Ｍの補聴器
と書いてあ
りますが、
マイクと補
聴器、最近
は赤外線を
使うこともあるようですが、それらを
大学側で貸し出してちょっと使っても
らって、良ければそれを個人で買って
もらうこともされているようです。
　肢体不自由学生については、トイレ
や通路等のバリアフリー化です。これ
はだいたいどこの大学でもやられると
思いますが、こちらの立教大学では国

宝というか重要文化財という建物が
あって、勝手に手をつけてはいけない
ということがあるらしく、やりたくて
もできないこともあるようです。こう
いうバリアフリー化というのは、どう
しても必要になってきます。
　ストレッチ用のマットやスペース、
車椅子を利用する学生は床擦れが起き
やすいので、休憩時間にこういうスト
レッチ用のマットで少し体を動かすと
いうことも必要になってきます。
　更に、トイレや食事の介助がありま
す。障害者の修学支援というのは、授
業支援、授業保障、講義保障から始まっ
ています。ですから、このトイレの介
助や食事の介助までやる必要があるの
かという意見はいまもあります。しか
し、大学によってはそこまでやるとい
うところもあります。なぜかと言いま
すと重度の肢体不自由者の場合に、ト
イレ介助や食事の介助をしないと、も
う授業に出られないからです。
　ですから、こういうところまで踏み
込んだかたちでサポートをすることが
必要になってきます。大学によっては、
行政のほうに頼んでお願いしますとい
うことも要望しているようです。行政
のほうからは逆に、大学の中のことな
ので大学でやってほしいというせめぎ
合いがあることは聞いています。
　それから、病虚弱学生もおりますが、
基本的にこれは内部疾患の学生です。
休憩室の確保が必要になってきます。
　先ほど支援率が半分を超しているこ
とを申しましたが、実は障害によって
支援率は異なっています。視覚障害の
場合は８割程度の学生が支援を受けて
います。聴覚障害の場合は１割ぐらい
下がって７割程度です。
　一方の肢体不自由の学生、重度の場
合はいまお話ししたような支援があり
ますが、多くは施設のバリアフリー化
でほぼ用は足りてしまいます。そうなっ
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てくると、支援率というのは低くなっ
てくるわけです。ですから、肢体不自
由学生や病弱虚弱、内部疾患の学生に
対する支援率と、いわゆる感覚障害と
言われる、視覚・聴覚障害学生に対す
る支援率とは、かなり違うと出ていま
す。
　さて、視覚障害と聴覚障害の学生に
ついてですが、弱視学生の場合、明る
すぎるのに対してすごく学習上の困難
が生じている場合が多くあります。明
るい所がいいだろうとか、電気を目いっ
ぱい明るくしてしまうとか、もちろん
周りは弱視学生のためにと思ってやる
わけですが、明るすぎることに対して
苦痛を伴う弱視学生というのはたくさ
んいます。
　帽子をかぶって、ひさしのところで
影をつくって、それで明るすぎないよ
うに自分で調整してテキストを読んで
いる場合もあるのです。上に書いたよ
うに、余分な明りはひさしで跳ね返す
ということをやっているので、帽子を
取りなさいと言ってはいけない状況も
あります。
　それからノートテイクは、聴覚障害
学生の左右にノートテイカーと言われ
る支援学生が付きます。先生の言うこ
とをノートテイカーがノートにとって、
必要と思われるところを真ん中の聴覚
障害学生がノートします。
　これは代筆をしているわけではあり
ません。ノートテイカーがとったノー
トというのは通常は聴覚障害学生には
渡しません。例えば、聴覚障害学生が
寝ていても、ノートテイカーはずっと
ノートをとっていますから、あとでそ
れを下さいと言うと、これは逆に健常
学生との間の不公平になるのです。健
常学生は自分が寝てしまったらノート
がとれませんから。健常学生にも不公
平がないようにしなければいけません。
修学支援の基本は、常に同じ立ち位置、

どちらにも片寄らないようにしておか
ないといけないのです。
　あとで文先生のお話にも出てくるの
ですが、ノートテイクを PCでやる場合
もあります。これを PCテイクと言い、
情報量は PC でやるほうが多くなりま
す。もちろん、ワープロを扱う技術も
必要になりますが。
　教員は、ノートテイクがいるからサ
ポートは十分と、いつものとおりに授
業を行います。しかし、聴覚障害学生
の中には唇を読む人がいます。「地球温
暖化は」と黒板に向かって板書してい
ると唇が見えません。ですから、聴覚
障害学生がいる場合、板書と話は別々
にするのが原則です。
　修学支援はもちろんお金もかかって、
いろいろ高価な機器を入れる必要もあ
りますが、ちょっとした配慮、気配り
というもので、すごく変わってくると
思います。私は自分も教員ですからわ
かりますが、自分のスタイルはなかな
か変えられません。ちょっと立ち止まっ
て自身をみるところから、修学支援は
始まっていくのではないかと思います。

修学支援の向う先

　それでは、いま出てきましたノート
テイカーの不満を３つぐらい挙げてみ
ます。１つは「話すスピードが速すぎ
て要約が追いつかない」。ノートテイク
という言葉の中に要約という意味はあ
りません。本当は全部書きたいのです。
ところが、書くスピードと話すスピー
ドの違いから、要約せざるを得ない。
先生の話を聞いて、要約して、ノート
をとる。それを聴覚障害学生が見ます。
ですから、ノートテイカーというのは
すごく技術が要るのです。そのノート
テイカーでさえ、先生、話が速いから
もう要約が追いつかないので何とかし
てくださいと言う場合があります。
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　2つ目は、「声が小さくて聞き取れな
い」。いまは小さい教室でもマイクがあ
るので、こういうことはあまりないか
もしれませんが、たまに隣でしゃべっ
ていても何を言っているかわからない
人はいます。そういう場合も、やはり
ノートテイカーの不満となります。
　3つ目は、「話の脱線する講義はまと
めようがない」といいます。脱線した
話から、核心に行くかもしれないので
すから、ノートテイカーは脱線した話
をノートテイクしないわけにはいきま
せん。とにかく先生がおっしゃってい
ることは全部テイクしようと努めるわ
けです。一生懸命、話をノートテイク
したのだが、結局、冗談で終わってし
まった、のではテイカーも相当、疲労
感がたまります。
　このような３つの不満がありますが、
実はそれぞれの不満はノートテイカー
や聴覚障害学生だけの不満ではなく、
その教室にいる受講生みんながそう
思って、授業の理解に苦しんでいる、
速すぎてノートが自分で取れなくて
困っているのではないかと思います。
つまり、ノートテイカーの不満は受講
生全員の不満なのです。
　今日の結論はここにあると私は思っ
ています。つまり、障害学生がいると
いうことで少しゆっくり話す、あるい
は、いままで資料は配ったことはない
のだが、取りあえず１枚、配ってみる。
このようなことによって、学生全員が
理解しやすくなるのではないかと思い
ます。
　いま、いろいろな大学でバリアフリー
マップをつくり始めています。ここが
危険だからこちらを回ってくださいと
いう大学構内のマップです。地図をつ
くったり、どこが危険であるかを明示
することは、障害学生だけにとってい
いわけではなくて、大学にいるすべて
の学生、教職員にとって安全な大学と

なります。
　つまり、障害学生の支援というのは、
障害学生だけを支援しましょうという
ことではなくて、わかりやすい授業を
したり、さまざまな教育資源、研究資
源にみんなが自由にアクセスできたり
する新しい大学を目指していく１つの
実践であると私は考えています。
　障害学生の在籍率が 0.22％と非常に
少ないので、その学生のためにたくさ
んの費用を使えない、あるいは専任の
職員を配置できないというのでは
ちょっと寂しいわけで、それは障害学
生だけのためではなくて、やはり全学
生、大学全体にかかわる大きな問題と
いう意味で、教員あるいは大学全体の
責務として障害学生の支援を捉えてい
く必要があると私は思っています。
　大阪大学の『障害を有する学生への
支援に関する要綱』では、「総長の責務」
と「教職員の責務」が明記されています。
第３条に総長の責務として、「総長は、
障害を有する学生が、適切な配慮がな
されないことにより、教育上及び学生
生活上不利益を被ることがないよう、
必要な支援方策を推進する責務を有す
る」と規定しています。
　一方、教職員の責務としては、さす
がに責務とまでは書いてありませんが、
「支援方策の実施に対し積極的に協力す
るよう努めなければならない」という
努力義務を第４条に明記しています。
　この大阪大学のように要綱をつくっ
て障害学生の支援をきちんとやってい
こうという大学は、実はほとんどあり
ません。けれども、こうやって大学総
長の責務、教職員の責務を規定し、そ
れにそって進めている大阪大学を、私
はすごいと思いますし、支援の業務に
携わっている者には、こういう要綱が
存在することはすごく励みになります。
　さて、大阪大学の要綱は１つの大学
の決めたことですから、隣の大学が何
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を言おうと、うちはこうだということ
でも構いません。しかし、発達障害者
支援法が平成17年に施行されています。
その第八条の２で、こう規定されてい
ます。「大学及び高等専門学校は、発達
障害者の障害の状態に応じ、適切な教
育上の配慮をするものとする」。つまり、
法律で大学も発達障害の学生に対して、
きちんと対応しなさいと規定していま
す。これはもう、大阪大学は隣の大学
だからという話ではすみません。すべ
ての大学がこの法律を守ることを求め
られているのです。
　私はこれを拡大解釈しています。発
達障害学生については、法律があるか
ら配慮をします。でも、ほかの障害学
生には配慮しませんというのは、やは
り言いにくいわけです。この発達障害
者支援法から身体障害学生もやはり、
きちんと大学として見る必要があるの
だというところまで解釈できないかと
思います。法律の専門家がいらしたら、
何ともばかなことを言っていると思わ
れるかもしれませんが、こういうこと
に携わる者としては、いま言ったよう
に身体障害、発達障害の隔てなく、大
学として障害学生をサポートしていく
べきだと思っております。
　留学生、障害学生、あるいはママさ
ん学生、前に立教大学では、保育所み
たいな施設を提供しているということ
をちょっと伺ったことがあるのですが、
そういう子どもを持ちながら大学で勉
強しようとする学生、すべてに対して、
法律や大学のポリシーを背景とする大
学が提供する教育の 1 つの側面が、障
害学生のサポートです。
　哀れみの気持ちでも、かわいそうだ
からということでサポートをし始めて
良いと思うのですが、いつまでもそこ
にとどまるべきではありません。ボラ
ンティアがいるから、おんぶにだっこ
でやってもらいましょうということで

済むものではありません。大学として、
ノートテイク等の技術に対してお金を
払う、カリキュラムの中で障害学生を
サポートするような内容を編成してい
きます。例えば、次の時間の教室がと
ても遠い所ということがないように、
肢体不自由の学生が車椅子を使っても、
次の 10 分、15 分の休みの中で教室に着
けるというかたちをつくらねばならな
いのです。

教員とは

　そういうことを偉そうに私が言うわ
けですが、質問の時間になると、そん
なことを言ったってどうすればいいの
かという話に必ずなります。よくいろ
いろな所で私が言っているのは、教員
というのは、学内における障害学生支
援に対して最大のバリアー、というこ
とです。これははっきり言えると思い
ます。自分の授業スタイルをなかなか
変えられないということ、あるいは大
学というのはやはり自分で何とかして、
はい上がってくるものだというような
言い方をなさいます。もちろん、それ
も一理はあると思います。しかし、教
室あるいは授業という教育の場で最大
の支援担当者になるべき人なのです。
なぜかと言いますと、授業をコントロー
ルしているのは教員です。講義あるい
は実習等々をわかりやすくするのも、
“専門性が高い”という名の下に学生が
ほとんどがわからない授業を行うのも、
それは教員の工夫なり、努力なり、意
思ですから、教員が授業の中で、障害
学生がいる、留学生がいる、いろいろ
な学生がいる、どう彼らを教室から専
門家として輩出していくか、そこを考
えるのは教員しかいないのです。
　またノートテイカーの話になります
が、良いノートテイカーというのは、
下手な授業を下手なままにテイクする
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人です。ノートテイカーが入っている
から、自分が多少理解しにくいことを
言っても、ノートテイカーのほうでう
まく伝えてくれるだろう、ということ
にはなりません。ノートテイカーはそ
んなことはしません。教員が、カラス
が白いと言ったら、ノートにカラスは
白いと書くわけです。テイカーがいる
からうんぬんというのではなくて、授
業というのは教員が責任を持って、学
生にわからせるという立場をどう自分
のスタイルの中でつくっていくかとい
うことであり、これがすごく大きい問
題だと思います。

支援コーディネーター

　そうすると、具体的にどうするのか。
誰に聞けばいいのか、支援担当者が誰
かという疑問がでてきます。一部の大
学には支援コーディネーターという人
がいます。これは支援の専門職員です。
コーディネートが主な業務になってい
ます。コーディネーターもいま隣でやっ
ていただいている手話通訳、ノートテ
イク、あるいは点訳、墨訳をできる技
術を持っていますが、通常はそういう
ことを行いません。
　スライドに書いてあるように、業務
はコーディネートです。支援内容の相
談、つまり、障害学生が来たときに、何々
をしてほしいという要望を聞き、うち
の大学ではここまでこうできるから、
では、こういうサービスを提供しましょ
うというような話をするのが１つです。
　それから、支援学生の配置です。具
体的にそういう相談が整ったならば、
いつの授業に誰々を配置しますという
作業です。また、どこどこの授業に入っ
てもらいたいので、ノートテイカーに、
いつ、どこの教室に行ってくださいと
指示をします。
　学内連携ですが、障害学生の支援は、

いろいろな部署がかかわっています。
支援室というのもそうです。医務室、
学生相談室、はたまた学外の手話通訳
さんを頼んだり、ほかの大学の学生に
来てもらったりということもあります。
いろいろな連携が行われますので、そ
れらの要になって交通整理をするのも
コーディネーターの業務です。
　ただ、この支援コーディネーターを
配置している大学はあまりありません。
平成 17 年度 33 大学、平成 18 年度は 40
大学、平成 19 年度は 35 大学という数
字がコーディネーターの数です。平成
20 年度以降は JASSO でコーディネー
ターの調査をしなくなったのでわかり
ません。だいたい 30 から 40 大学ぐら
いが今の日本の中でコーディネーター
を置いているということになります。
　その理由は、先ほどから何回も言っ
ていますが、障害学生は１大学に何人
もいないからです。いま 100 人を超え
る障害学生が在籍している大学は、た
ぶん日本福祉大学、あるいは同志社大
学ぐらいで、あってもあと１つか２つ
くらいです。うちは 400 人ぐらいいま
すが、うちを除くとそれぐらいの大学
です。２～５人ぐらいのところが一番
多いというデータが出ていました。そ
ういう学生数に対して専門の職員を配
置するのは無理だということになって
しまうのです。
　この場合、教務係や学生係の職員が
兼務して可能であろうと言われます。
実際、障害学生が１人２人だとそれも
可能なので、コーディネーターがいな
いと支援が進まないというわけではあ
りません。しかし、毎年、必ず何人か
の障害学生が在籍し、それに応じて、
支援学生も必要であるならば、コーディ
ネーターは重要な役割を果たすことに
なります。
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立教大学の障害学生支援

　次に、立教大学の支援の状況をちょっ
とだけ、調べてみました。1940 年代に
点字使用者が在籍していたというお話
を伺ったことがあります。1949 年には
同志社大学が点字の入学試験をしてい
ます。40 年代という困難な時期に、日
本の東と西で、しかもキリスト教とい
う精神を持った大学でこういう点字受
験が行われたのは、何かすごいなと思っ
て、見ておりました。
　1970 年代には理学部に盲学生が入っ
ています。なぜ、これを書くかと言い
ますと、その学生がいま、うちの大学
で教員として活動しているからです。
　更に、1994 年には支援ネットワーク
が全学的な組織として、身体障害者支
援ネットワークに生まれ変わったとい
う話を聞いています。2004 年には冒頭
に申しましたが、JASSO が支援事業を
開始しまして、その翌年に筑波技術大
学において、『大学に学ぶ視覚障害学生
の修学支援をどのように行うか』とい
うシンポジウムを行い、その際お越し
いただいています。2007 年には JASSO
の東京地区障害学生修学支援担当者研
究会の委員をお願いしています。
　それから、支援というと必ずお金の
話が出てきます。私学振興事業団の平
成 21 年度データによると、概ね法政大
学が 1,570 万円、立教大学で 405 万円、
慶應義塾大学では 42 万円の助成金を受
けています。
　ですからゼロから始めるというわけ
ではないのですが、きちんとやり始め
ると、こういうお金では足りなくなり
ますので、大学としてどのようにお金
を捻出するかを考えることが必要にな
ります。

障害学生のキャリア形成支援

　最後になりますが、障害学生支援の
重要な課題として、「キャリア形成」に
ついて取り上げます。来年度から大学
設置基準が変わりまして、就労をきち
んと促進するようなカリキュラムを組
んで、指導しなさいとなっています。
　立教大学も設置基準との関係で、カ
リキュラム等の見直しを図られるので
はないかと思います。しかし、それは
就活支援ではないのです。面接の仕方、
あるいは何かの書類の書き方を丁寧に
教えようということだけではありませ
ん。キャリアというのが何で、大学の
中でどういうキャリアを付けて、将来
どうやっていくのかということを学生
に問い、指導しましょうということで
す。
　そういうことが必要になってくるの
ですが、障害学生の場合もこれは極め
て重要な問題です。いままで入学試験、
あるいは在籍中のサポートに一生懸命
になってきましたが、就職のところで
つまずくことがあります。そういう学
生を少しでも少なくするために、カリ
キュラム編成時における障害学生のサ
ポートも必要になってきます。
　大学と職業の世界、職業の心理や障
害者の心理、あるいは労働法、この法
律をはっきり言って、障害学生はあま
り知らないのです。正社員だと思って
いたのが、実はバイトだったなどとい
うことがありました。ですから、きち
んと教えていく必要があると思います。
　少し長くなりましたが、ご清聴、ど
うもありがとうございました。
司会　石田先生ありがとうございま
した。大学におけるしょうがいしゃ教
育の基本を丁寧にお話しいただいたと
思います。
　それでは、これから事例報告という
ことで、2人の先生にご登壇いただきた
いと思います。最初は、ご本人が耳の
聞こえない、ろうの方で、日本で初め
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て英検 1 級を獲得された、神奈川県立
平塚ろう学校の秋山先生、続いて、本
学全カリで朝鮮語教育を担われている
教育講師の文珍瑛先生をお迎えしたい
と思います。
　まずは秋山先生にお願いいたします
が、秋山先生はろうの方なので、拍手
をいただいても聞こえません。そこで、
手話の拍手をお願いします。手話の拍
手は、両手を手前に軽く上げ、シャカ
シャカと回すように行います。
　それでは、手話の拍手でお迎えくだ
さい。秋山先生、よろしくお願いいた
します。

＜事例紹介①＞
「しょうがいを乗り越える言語学習」

秋山　皆さん、こんばんは。このよ
うな講演をさせていただく経験は今日
が初めてですので、実はどきどきして
おります。いろいろな経験を皆さんと
一緒に共有しながら考えていきたいと
思っております。よろしくお願いいた
します。
　わたしは現在、神奈川県のろう生徒
に手話を使いながら英語を教えていま
す。私が大学生のときに受けた支援に
はノートテイク、パソコンテイクがあ
り、過去のことですけれども、その辺
りも思い出しながらお話をしていきた
いと思います。
　まず言語についてですが、音声言語
と視覚言語というのは違いますよね。
その架け橋をつくろうとするときに、
視覚言語というのは使い手が少ないわ
けです。つまり、マイノリティーの言
語です。ろう者というのは、大学で学
ぶときにとてもたくさんの壁を抱えま
す。特に語学の学習では大変なことが
とても多いのです。
　わたしが大学に入学したきっかけで
すけれども、ひとつは英検を受け直し

てみたかったのです。短大に在学中の
18 歳のときに英検を受けてみました。
英文科だったので受けるのも当たり前
だなと思って受けてみたのですが、見
事に不合格になってしまいました。そ
の理由としては、１次試験でリスニン
グ、２次試験で面接があり、ろう者と
しては受ける手段がなかったわけです。
ペーパーのほうはクリアできましたが、
面接になると聞こえませんので、何を
言われているのか、試験官の言うこと
が分かりません。聞こえないことをメ
モに予め書いておき、見せるなどの工
夫をしたこともありますが、やはり落
ちてしまいました。
　そのほかにも国連英検も受けてみま
したが、やはりリスニングで不合格と
なり、落ちてしまいました。英文科で
勉強したのに資格が取れなくて、とて
も悔しい思いをしました。その後、ア
メリカでの勉強を経て、実力を試そう
と、日本に帰ってから試験方法を変え
る要望を出しました。
　いまでは、英検は字幕テロップの特
別措置があり、代替措置として受けら
れます。１年間に３回、ろう学校でも
英検を受けられますが、字幕のテロッ
プを見る方法でろうの生徒の合格率が
上がっています。
　ただ、アメリカの試験であるTOEFL
や TOEIC では、聞こえないということ
を申請すると、リスニングの部分は免
除になります。字幕にはなりません。
また、日本では大学入試のセンター試
験では、同様にリスニングが免除になっ
ています。英検では字幕テロップが付
きますが、テロップを作成するにはた
いへん労力がかかるという経緯もあっ
て、センター試験では免除になったの
ではないかと思います。字幕テロップ
と免除では、私としては代替措置とし
て字幕テロップがあったほうがいいと
思っています。措置といいますか、配
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慮といいますか、そういうものがあっ
たほうがいいと思います。簡単に免除
と言われると、聞こえないからもう免
除して、何もしなくていいよというふ
うに取られることもあるのではという
気がします。
　今日は外国語の学習ということで
テーマをいただきましたけれども、小
学校では英語導入が始まっています。
ろう学校でも同じで高学年から導入し
ていますが、一般校の場合は課題が多
くあるように思います。どうやってサ
ポートしたらいいのかという点で、こ
れは普通高校に通う、あるろう学生の
話ですが、ALT（Assistant Language 
Teacher）が入る授業には参加しづらい
と言っていました。ALTが何を言われ
ているか、授業全体どう進んでいるか
が、分からないわけです。聞く手立て
がないわけですね。ノートテイカーは
つかず、最初に簡単なプリントを１枚
を渡されて、「今日はこれをやりますよ」
と言われても授業には全然ついていけ
ないわけです。つまらないし、参加で
きないということで、相談を受けたこ
とがありました。
　現在では、よりコミュニケーション
を重視した英語カリキュラムが始まっ
ていますけれども、それをどのように
運用していくかが大きな課題になると
思います。私自身は、現在の状況では
ろう学校でALTを使いたいとは、あま
り思っていません。もし、そのALTが
手話ができるのであれば授業はスムー
スにいくと思うのですが、手話のでき
ないALTに来ていただいても、その方
のケアのほうが大変ではないかと危惧
しております。
　また、大学の場合ですと、第２外国
語としてさらに言語学習が増えます。
私はフランス語を履修したことがあり、
その経験をお話したいと思います。ろ
う者の場合、リスニングとスピーキン

グの分野で特に習得が難しくなります。
ただ、できないことを仕方がないと言
うのではなくて、何か代替的な措置を
講じたらいいのではないでしょうか。
何らかサポートをしてもらって、リス
ニング、スピーキングに代わる力を付
けるのが理想だと思っています。それ
は、聴覚の代わりに視覚を使うという
ことです。
　短大に入る際、「支援はありません」
という条件で入学をいたしました。「そ
れでもいいんですよね」ということで
入学を許可してもらいましたので、我
慢しながら
通っており
ました。会
話のクラス
では、何も
言えずに時
間を過ごし
て い ま し
た。 ネ イ
ティブ（ア
メリカ）の
教 員 か ら
「あなたは
聞こえない
の？」と声を掛けていただき、相談に
乗っていただきました。
　きちんと授業を受けるためには、ま
ず聞こえないということを先に言って
ほしかったと叱られました。そういう
ことを言ってもらえれば、免除という
方法も考えられたのにと、その教員か
ら言われたわけです。結局、聞こえな
いからリスニングは免除しましょう、
とスピーディに判定をしてくれました。
　すごくアメリカ的だなと思いまして、
日本人教員の場合には「ええっ、聞こ
えないの。困ったわ。どうしようかしら」
という流れになると思うのですけれど
も、そのアメリカ人の教員は「聞こえ
ないのなら、リスニングは免除という
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形にしましょう」ということで、とて
も気が楽になったという思い出があり
ます。自分から言うこと、自分から申
請していくことの大切さを学びました。
　私は 24 歳の時にアメリカに留学した
ことがあります。皆さんもご存じかと
思いますが、ミスタードーナツのお店
がありますよね。ダスキンという会社
が事業を支援しているのですが、障害
者向けに奨学金を出してくれるという
財団がありまして、その奨学金をもらっ
てアメリカで勉強をしました。
　ギャローデット大学という大学なの
ですが、ろう者だけが集まって勉強す
る大学で、ワシントンD.C. にあり、そ
こで１年ほど勉強をしました。障害者
の権利や、アメリカの手話など、いろ
いろなことを学びました。
　アメリカには ADA 法（Americans 
with Disabilities Act）というのがあり
まして、「アメリカ人障害者法」ですけ
れども、その法律に明記されている、
ろう者の権利についても学びました。
今はろう学校で、似たようなことを自
立活動の授業で担当しています。自分
の障害を受け入れる、障害受容という
ことを教えていかなくてはなりません。
　自分はろう者で、人としての権利が
あるという学びが必要です。でも、日
本の場合は法整備が追いついていませ
ん。自分も実際に経験しましたが、実
のところ私は大学院に行きたかったの
です。希望する大学院への入学準備を
していたのですが、その大学院ではろ
う者を支援する根拠の法律がないので、
受け入れはしない、支援はしない、と
言われたのです。つまり、私たち障害
者を守ってくれる法律はないわけです。
すごく残念なことだと思います。
　アメリカで学び、日本に帰ってきて
しばらくして同志社大学に編入学しま
した。教員免許と精神保健福祉士の資
格を取得しようと、同志社大学に入り

ましたが、当時はろう者へのサポート
制度がまったくありませんでした。い
まは素晴らしい制度が立ち上がってい
ますが、当時はゼロからのスタートで
した。毎日、自分でノートテイカーを
探すという日が続き、手話通訳者も集
めるのが本当に大変な状況でした。教
職英語と精神保健福祉士の勉強をやり
たかったので、当時は１年間に 70 単位
を取る必要がありました。
　講義保障はとりあえずノートテイク
という形で、またゼミなどでは手話通
訳者もがんばって集めてしてもらいま
したが、その中でノートテイクが付か
ない授業もありました。あるいは、ノー
トテイカーが寝坊して来られなかった
という日もありました。だから、時に
は 90 分間、何も分からないまま座って
いたという経験もあります。
　制度が立ち上がるまでの間、ある匿
名の教員からカンパをいただいて、情
報保障者に交通費の一部を支払うこと
ができました。いまだにお名前も分か
りませんが、その教員のおかげで、私
も勉強できましたし、制度もできるよ
うになりました。一日で、交通費も込
みで 500 円を支援者たちに支払うこと
からスタートしました。
　２年間で制度が立ち上がりましたが、
コーディネーターを設置してほしいと
大学側に申請をしました。その理由と
しては、私が伝えたいことを全部紙に
書くだけでも大変な作業で、時間をと
られてしまいます。手話ができるコー
ディネーターを通して、調整をお願い
していきたいと思ったからです。
　少し実例をお話ししたいと思います。
短大在学時も第二外国語としてフラン
ス語を学びましたが、編入学後に学び
直しました。でも、ノートテイカーが
授業の内容が分からないと、その人が
書いたテイク内容を見ても、何も分か
りません。「先生は何を言っているの」
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と聞いても、カタカナでフランス語の
音を書いているのです。本当はフラン
ス語とフランス語の下にカタカナの読
みがあればよかったのですが、カタカ
ナだけを見ても私はフランス語と合致
できませんから、結局は身に付かない
わけです。何を言っているのかが全く
分からない授業となってしまいました。
　まだ支援体制ができておりませんで
したので、当時は今の夫にお願いをし
てサポートをしてもらいました。ノー
トテイクではなくて手話通訳をしても
らうと、講義内容がはっきりつかめま
した。ノートテイクは本当に大変な作
業だったと思います。
　次に、使用言語が英語の講義につい
ては、パソコンテイクを付けてもらい
ました。でも、パソコンテイクは日本
人学生がやるのは少々難しいと思いま
した。英語での講義を聞いたままパソ
コンに入力する、要約筆記をしていく
わけですが、それをするには日本人の
学生の場合は、少し力不足かなと思い
ます。私がパソコンテイクを受けたな
かでも、日本人でよかったのは 1 人だ
けだったと記憶しています。
　とても困りましたので、留学生を呼
んでお願いしました。ネイティブです
からすごく入力が早いわけで、とても
助かりました。結局英語の授業は、そ
のようにネイティブの方にパソコンテ
イクをしてもらっていました。もし、
その授業が日本語で話されるのであれ
ば、日本人のパソコンテイクでも大丈
夫だと思うのですが、英語での講義の
テイクは、日本人学生ではどうしても
たいへんだったという想い出がありま
す。
　また、手話通訳が入ることをよく思
わなかった教員もおられました。教員
が英語で話しているところに、手話通
訳を介して日本の手話で表してしまう
ということになるとどうなのかという

思いがあったようです。聞こえる学生
も通訳がほしいということになり、そ
うなると不平等になるのではないかと
いう意見が出たわけです。同志社大学
の学生たちはかなりレベルが高いので、
英語でのパソコンテイクや手書きの
ノートテイクをお願いし、また留学生
にも助けてもらって、英語の授業はと
にかく英語で受けるという体制をつ
くっていきました。
　次に、教職英語についてです。教職
英語では次の４技能（Listening, Speak-
ing, Reading, Writing）の課程の履修が
求められています。リスニングについ
ては、クラスに参加するのではなく特
別講義の日を設けていただいて、LAN
ケーブルでつないだ PCを取り付け、教
員と私が１対１で入力しながら会話を
する方法を作りました。
　それから、音声学の講義では課題が
ありまして、そのテープに IPA（Internat-
ional Phonetic Alphabet）、つまり国際
音声記号を書いていくという、私のな
かでは大変困った課題が出まして、こ
れをやらないと単位が出ないというこ
とだったのです。それでどうしたらい
いかと思っていたところ、手話に音韻
があるということから手話学について
調べてレポートを出しなさいと教員か
ら言われましたが、とても大変でした。
手話の音韻に関する日本語の書籍はほ
とんどなく、１、２冊あったぐらいで
しょうか。ほとんどの文献は英語で読
む必要があって、大変な作業になりま
した。まだテープを聞くほうが楽だっ
たかなと思うぐらい、実は大変な作業
でした。
　次は、授業の中で使う映像教材につ
いてですけれども、イギリス人の教員
の授業で使うビデオに字幕を付けてほ
しいとお願いしましたが、映像に手を
加えることは困ると教員から言われま
した。字幕がないと、私は聞こえない
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わけですから内容が分かりません。そ
れでコーディネーターに相談して、最
初はパソコンテイクの２人に授業中ラ
イブで映像を見ながら、パソコンに音
声情報を入力してもらいました。でも、
その教員は映像の見やすさを優先して
か、教室の明かりを全部消されたので
す。そうすると、パソコンのキーボー
ドも見えなくなりますよね。そのとき
はパソコンテイカーもすごく怒ってい
ました。それで、テイカーが懐中電灯
を持ってきて、それでキーボードの辺
りを照らしながらパソコンを見たとい
う経験もあります。毎週そういう状態
で続いていたのですけれども、その様
子を教員が見て、「ああ、パソコンテイ
クは大変だな」ということを理解して
もらって、明かりをつけてくれるよう
になりました。
　最初はいなかったコーディネーター
ですが、大学に要望してコーディネー
ターを設置してくれるようになりまし
た。何か困った状況があるときに教員
に対して直接私が言うよりも、仲介す
るコーディネーターが必要だというこ
とです。ビデオ教材の字幕起こしにつ
いても、コーディネーターが教員に根
気よく話してくれて、状況が変わりま
した。
　また、PowerPoint のデータですけれ
ども、一般的には PowerPoint は便利だ
と皆さん思っているかもしれませんが、
ろう者にとってはすごく大変なのです。
ノートテイクや手話通訳を見ながら、
PowerPoint も見なくてはいけないので
すが、それは不可能なのです。例えば、
教員が話すときに「これは」と Power-
Point を指される時がありますが、そう
するとノートテイカーも「これは」と
書くわけです。書き終わったあとで「こ
れは」と紙に残るのですけれども、そ
の時点で話が先に進んでいるので顔を
上げた時には「これは」が何か分から

ないわけです。つまり、しゃべりながら、
PowerPoint を示しながら授業が進みま
すので、見たときにはもう映像もなく
なっているということです。ろう者に
とってはとても大変な授業形式ですの
で、事前に PowerPoint のデータをもら
うようにしました。
　コーディネーターの役割についてで
す。どうやって支援をしたらいいのか
の支援方法や、あるいは皆に講義保障
の考え方を普及するなど、そういう役
割がコーディネーターにはあります。
できれば、職員という立場でコーディ
ネーターがいてほしいと思っています。
　それでは、まとめです。私は特別支
援学校の教員をしていますが、障害の
種類が多様化しています。例えば、LD
（Learning Disorders, Learning Disabilit-
ies）やADHD（Attention Defi cit Hype-
ractivity Disorder）を持つ生徒が増え
ております。また、視覚障害と聴覚障
害の重複、あるいは知的障害との重複
などもあります。弱視の生徒には対面
で接近手話という、視力が弱いので近
付いて手話をやることもあります。通
常のクラスでは大体３人位の生徒に教
えていますが、弱視の生徒は私の手話
が読めないので、30 センチぐらいまで
近付いて、触手話も含めて支援をして
います。
　これからは、もっと障害の多様化と
いうことで、支援も幅が広がっていく
のではないでしょうか。大学と特別支
援学校の状況も、お互いの学校同士で
相談しながらやっていかなくてはいけ
ないのではないでしょうか。いわゆる
大学側と特別支援学校との連携という
ものが必要ではないでしょうか。
　また、手話通訳ができるコーディネー
ター、そういう方を職員として採用し
ていただきたいと思っています。他の
業務と兼務するなど経済的な面もある
と思いますけれども、コーディネーター
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がいるということはとても大事なこと
です。全体の支援体制を結んでいくと
いうこと、それが大切な役割になると
思っています。
　特に学習障害や発達障害の支援とい
うのは、これからの課題になっていく
と思います。現場に立ってみると、ど
うやったらいいのかが分からない状況
が続いています。障害もそれぞれ違い
ますので、その生徒の特徴をつかんで
いくまでが大変ですが、経験を積みな
がらやっていく必要があります。
　それでは、この辺で終わりにしたい
と思います。ご清聴ありがとうござい
ました。
司会　秋山先生、ありがとうござい
ました。
　それでは引き続き、全カリで朝鮮語
教育を担当されている教育講師の文珍
瑛先生から事例紹介をお願いします。
　本学の英語科目では、「英語ディス
カッション」と「英語プレゼンテーショ
ン」という授業があります。今年度、
聴覚障害の学生が入学しまして、その
学生に対しては、「英語ディスカッショ
ン」と「英語プレゼンテーション」の
代わりに、「英語リーディング」、「英語
eラーニング」の授業を学習してもらう
かたちで対応しています。
　ところが、大学の言語科目では、多
くの学生が入学後に初めて勉強する、
初習言語というものがあります。文先
生の事例紹介は、まさに初習言語とし
ての朝鮮語でのお話となります。初め
て学習する言語ですから、リーディン
グやライティングというように機能的
に分けることができません。その授業
のなかでは、さまざまなご苦労があっ
たことと思います。文先生には、その
経験をご紹介いただきたいと思います。
文先生、よろしくお願いいたします。

＜事例紹介②＞
「しょうがい学生が所属する授業運営」

文　立教大学で朝鮮語教育を担当し
ております文と申します。まずお話を
する前に、学校によっては「朝鮮語」
あるいは「韓国語」と言われています。
教える言語は同じものです。立教大学
では「朝鮮語」という科目名なので、
ここでは「朝鮮語」という名称を使い
ます。
　今年の４月から私が担当している初
級クラスで、聴覚障害を持っている学
生が勉強することになりました。３月
にその連絡を受けましたが、まったく
経験がなかったので、最初はとても戸
惑いました。聴覚障害を持っている学
生に朝鮮語を教えるには、どんな教授
法があるのかいろいろ調べましたが、
なかなか事例を探せませんでした。立
教大学には朝鮮語担当の専任の先生が
いらっしゃいますが、聴覚障害を持っ
ている学生が朝鮮語を学ぶ環境をどう
やってつくるかということについて専
任の先生に相談しました。まず、ノー
トテイカーが必要だということで、ノー
トテイカーを探すことになりました。
朝鮮語の授業なので、ただ日本語がで
きるからノートテイクができるという
わけではないので、韓国の留学経験が
ある日本人の学生と日本で高校を卒業
した韓国人の学生にノートテイカーを
お願いしました。２人とも、以前朝鮮
語科目をとっていたので、個人的に連
絡をしてお願いするになりました。
　朝鮮語授業は週２回の授業なので、
１回の授業を１人ずつ担当すれば大丈
夫だろうと思いましたけど、最初１回
目の授業で、１人ではノートテイクは
できないということがわかりました。
それで結局、２人とも授業に出て聴覚
障害を持っている学生の両側に座って
ノートテイクをすることになりました。
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　授業をやっているうちに、ノートテ
イク学生同士でノートテイクのやり方
に関して意見の違いが生じました。ま
ず、教員の話をそのまま全部ノートテ
イクをすべきだという意見と、当該学
生がわかりやすく、理解しやすい方法
で、ノートテイカーが付け加えるべき
だという意見でした。正しいノートテ
イクのやり方を知らなかったけど、チー
ムワークは大事だろうと考えました。
結局、２人のノートテイカーと相談を
して、やり方を合わせられるノートテ
イカーと一緒にやったほうがいいので
はないかということで、ノートテイカー
を代えることになりました。このとき
に、どこに相談すればいいのか少し戸
惑いました。結局、ノートテイカーは
ほかの学生に代わり、また補充して、
現在は４人でやっています。１回の授
業に２人ずつ出て、１人はノートテイ
クをして、１人は PCテイクをするとい
うかたちで、授業を行っています。
　授業運営についてですが、語学の授
業なのでテキストがあります。一応授
業はテキストに沿って行っています。
ほとんどの学生にとって、朝鮮語は大
学に入って初めて習う言語です。なの
で、文字と発音を最初から学習しなけ
ればならないです。ほかの学生は、発
音と文字を一緒に勉強していきますが、
当該学生の場合は、主に文字を中心に
勉強することになりました。このとき、
当該学生に文字と発音をどのように一
致させることができるかが、一番大き
な問題でした。授業中に、当該学生は
一生懸命発声しようとしましたが、そ
れをさせたほうがいいのか、あるいは
文字だけ勉強するように指示したほう
がいいのかということに判断がつかな
かったです。理想的な語学教育は、読む・
書く・聞く・話すという４つのことが
バランスよくできることですが、当該
学生の場合、ほかの学生が読む練習を

するときには、書くあるいは訳をする
という別内容で授業を行っています。
主に、書く・読む（訳する意味）こと
に重点をおいて学習しています。
　個人的なことですが、授業中に話し
たことがきちんとノートテイカーを通
じて当該学生に伝わっているかについ
てとても不安を感じていました。私に
とって、日本語は外国語なので自分の
話がノートテイカーを通じて当該学生
に伝わっているかどうかが気になった
ので、それをいちいち確認しながら授
業を進めることになりました。どちら
かといえば当該学生のほうに比重を置
いて授業を行うことが多くて、ほかの
学生はあと回しにすることもありまし
た。それを
専任の先生
に相談をし
たら普通に
やったほう
がいいので
はないかと
い う こ と
で、いまは
クラス全般
に気をくば
るように気
をつけて授
業を行って
います。
　成績評価についてですが、健常者の
学生と聴覚障害を持っている学生の成
績評価基準が一番の悩みでもあります。
例えば、当該学生の場合には口述試験
をしないで、代わりに作文のテストを
行っています。そうすると、ほかの学
生から、同じ評価基準ではないと質問
されたことがあります。これは仕方が
ないことですけど、ほかの学生も納得
できる評価基準をつくることに難しさ
を感じています。
　当該学生が朝鮮語を習う理由は、韓
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国人友達と朝鮮語で会話をしたいとい
うことです。朝鮮語を習うはっきりと
した動機もあって、とても一生懸命朝
鮮語を勉強しています。当該学生とい
ろいろと話をしてみると、唇が読めな
いのでノートテイカーとPCテイカーに
頼るしかないということです。ノート
テイカーがいないと、自分は授業を受
けられないので、ノートテイカーと PC
テイカーにはとても感謝しているとの
ことです。しかし、ほかの学生と比べ
ると、ワンテンポ遅く授業の内容を理
解するわけです。なので、当該学生と
しては少しでも早く知りたい、また授
業内容をすべて知りたいそうです。雑
談でも全部ノートテイクをしてほしい
し、細かいことでも全部板書をしてほ
しいということを言われました。この
ぐらいでいいだろうと思っても、当該
学生の立場から見ると、まだまだ足り
ない部分があるのかなということを感
じています。
　次は、ノートテイカーの意見です。
現在のノートテイカーは、４人とも初
めてノートテイクする学生たちです。
なので、さまざまなところで戸惑いを
感じているそうです。まず、ノートテ
イクの範囲の問題です。たとえば、ノー
トテイカーは授業内容をどこまでノー
トテイクをしたらいいのかということ
について常に悩んでいます。ノートテ
イカーのそういう様子を見ると、教科
書に沿った語学集中の授業になりやす
いです。たまには、語学授業でも文化、
あるいは歴史の話もしたりします。そ
れが雑談につながる場合もあります。
こういう話がノートテイクしにくいと
いうのがわかると話をやめ、教科書中
心の授業になります。ほかの学生には
面白くない授業になっているのではな
いかと思いました。二番目は、朝鮮語
発音の日本語表記の問題です。当該学
生にとって、初めて習う外国語なので

発音の違いについて認識したほうがい
いと思っています。しかし、朝鮮語は
日本語と比べて文字と発音が多い言語
です。そうすると、朝鮮語文字の発音
を日本語表記にする場合、朝鮮語では
違う文字の発音なのに日本語の表記は
同じ発音になってしまいます。文字の
発音の違いをどのように認識させるか
が今後の課題だと思います。この問題
は朝鮮語教材の問題とつながりますが、
現在出版されている朝鮮語教材が他の
言語と比べて多くないです。また、そ
れらの教材はほとんど健常者向けで、
障害を持っている人が学習できる教材
はないのです。これも、また朝鮮語教
育を担うものとしてこれからの課題だ
と思っています。三番目は、朝鮮語の
表記の問題です。現在、ノートテイカー
の４人は、全員朝鮮語を勉強した経験
のある学生です。４人のなかで３人は、
２年間勉強しただけなので朝鮮語をす
らすら書けるレベルではないです。な
ので、ノートテイカーにとって授業中
に出る朝鮮語表記は難しい作業です。
また、PCテイクの場合も、コンピュー
ターの言語設定をするとき、英語表記
に切り替えることは簡単だけど、朝鮮
語表記に切り替えるのは英語表記より
は時間がかかります。ノートテイクで
あれPCテイクであれ朝鮮語表記の問題
が、大きな課題になっています。
　クラスのほかの学生の意見も聞きま
した。特に、同じクラスに聴覚障害を
持っている学生がいるということを意
識していないということでした。幸い、
学生同士は、手話サークル活動などが
一緒だったりして、手話でお互いに話
をしたりしながらとても仲がいいです。
聴覚障害を持っている学生のために
ゆっくり話したりすることが他の学生
も理解しやすかったという意見もあり
ました。石田先生の話でもあったよう
に、障害を持っている学生に優しいと
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いうことは、健常者の学生にも優しい
ことであるということを実感していま
す。
　聴覚障害を持っている学生と一緒に
勉強をして感じたことですが、初めて
のことでしたから問題が生じたときに
相談できるところがなかったというの
が一番大変でした。教員も相談できる
コーディネーターの存在がとても必要
だと思います。問題が生じたとき、ど
のような対応をしたらいいのか、専門
的な知識を持っている方に相談した
かったのですが、今回はそれができま
せんでした。最初の段階からノートテ
イカーを教員が探したり、ノートテイ
カーのやり方にも試行錯誤したりした
ことは教員にとっても当該学生にとっ
ても学習に集中できる時間を無駄にし
たのではないかと思っています。
　障害を持っている学生の立場で、教
員の立場で、ノートテイカーの立場で、
それから障害を持っている学生と同じ
クラスの学生の立場で、さまざまな意
見があると思います。これらの立場の
意見を総合して、的確な専門家のアド
バイスを提供できるような支援体制が
必要だと思います。あるいは障害者教
育を専門にしている教員に相談ができ
る連携システムを構築すべきだと思い
ます。

　今後、立教大学にもさまざまな障害
を持っている学生が入学すると思いま

す。ますます、教員１人では解決でき
ない問題が出てくると思います。これ
は余談ですが、ノートテイクのやり方
に関して意見の違いが生じたときに、
専任の先生が当該学生が通っていた高
校の先生に相談をしたこともありまし
た。これからは、教員が個別的に対処
するのではなくて、全学的な支援シス
テムとして、体系的に対応すべきだと
思います。そのためには、組織の整備
が必要だと思います。
　障害者支援の専門的な知識はないで
すが、これからさまざまな立場の意見
を聞きながら授業運営の改善に努めた
いと思います。
　お話を聞いてくださいまして、あり
がとうございました。

＜討論＞

司会　文先生、ありがとうございま
した。
　それでは、これから質疑応答に入り
たいと思います。３名の先生方へのご
意見、ご質問をお願いします。
出席者　私の勤めている会社に特例

子会社といって、障害のことを専門に
扱っている子会社がございます。
　私のグループのなかにも、２人ほど
聴覚障害者の方がいるのですが、その
方の勤務評定をどうつけたらいいのか
と、私も非常に苦労しています。いま、
文先生がおっしゃったテストの評価基
準など、非常に問題というか、同じこ
とだと思うのです。例えば、聴覚障害
者の方々の成績が悪かったとして、そ
れがコミュニケーションのせいで悪い
のか、本当に成績が悪いのか、プラス
アルファをどのようにしたらいいのか、
その辺で評価基準が非常に難しいと思
うのですけれども、どのように考えた
らよいものでしょうか。
文　幸い私のクラスの学生はすごく
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優秀です。いまのところ、「話す」とい
うことは、まだ初級レベルなので、ほ
かの学生もそんなに高いレベルの話は
できません。前期までは、ほかの学生
も同じレベルで文字を書くことをやっ
ていましたので、それほど大きく問題
はなかったのですが、後期には「話す」
「読む」という、声を出して発声するこ
とがあるので、やはり私がいろいろ考
えなければならないと思っています。
　先ほど少しお話ししたように、やは
り当該学生には読解と「書く」ことを
メインにしてやるということを、ほか
の学生にきちんと伝えて了解を得ると
いうことではないのかなと思っており
ます。
司会　ありがとうございます。成績
評価について補足として、石田先生、
秋山先生にもお伺いしたいと思います。
これはやはりすごく教育のなかで重要
な問題だと思うのですが、まず石田先
生、障害を持つ学生にノートテイカー
や、あるいは手話通訳者が入ったよう
な場合、学生の成績評価についてどの
ようにお考えですか。
石田　私のクラスは、全員が視覚障

害ですので、いわゆる健常者と視覚障
害者が同じクラスにいて、障害がある
からどうこうという問題は実は起きて
いないのです。ただ、盲と弱視で資料
の配付が、紙媒体であったり、CDであっ
たりします。それに則って 90 分のなか
で試験をしています。ですから、盲も

弱視も同じ試験問題で、同じ評価をし
て 60 点以上を合格としています。
　ただ、ある時期、難聴の視覚障害学
生が入ってきて、やはり聴覚能力があ
まりよくないので、理解には苦しんで
いる様子でした。ただ、もちろん資料
は読めますから、少し時間をかけて、
きちんとこれを読んできなさいよと伝
えました。私の試験はそれほど難しい
試験ではないので、一回読めばだいた
いわかるような試験ということもある
のか、いままでのところは特に大きな
問題はなかったようです。
司会　ありがとうございます。秋山
先生はご自身の、例えば大学でフラン
ス語を学ばれ、そういったときに、自
分の成績の評価というのは、どのよう
に評価されるのが好ましいとお考えで
したでしょうか。
秋山　学生の立場ですね。昔に戻っ

てのお話となりますが、良い評価をい
ただくことが多く、悪かったという思
い出がないのですが、イギリス文化に
関する講義のことをお話ししたいと思
います。この講義は英語で行われてい
て、最初は手書きのノートテイクが 2
人付いていました。手話通訳はなかっ
たのでノートテイクだけでした。一生
懸命、毎週書いてくれて、私は頑張っ
て全部覚えたのですが、試験で一度不
合格となったことがありました。ノー
トテイクしてもらったものを全部覚え
たのに、落ちた理由がわからなかった
のでノートテイクしてもらった紙を全
部持って行って、先生に聞いてみまし
た。そうしたところ、先生の話された
内容に比べて、ノートテイクの量があ
まりにも少なかったことが分かりまし
た。先生も驚いたようで、紙に書かれ
ていることの５倍は話しているので、
講義補助をつけていても実際には情報
が落ちていることにショックを受けて
おられました。ノートテイクの資料を
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見ていただいて初めて分かったこと
だったのです。このノートテイクの情
報量からすれば、試験の結果は納得で
きると言われました。
　それで、先生から補充資料をもらっ
て勉強しました。そのおかげで情報が
補完され、試験を受けて合格できまし
た。こういうことが前期であったので、
コーディネーターに相談して、手書き
のノートテイクから後期はパソコンテ
イクに変えてもらいました。できれば、
留学生のパソコンテイカーに来てもら
いたいと相談し、外国人の方に来ても
らったので助かりました。
　だから、ノートテイクをつければ必
ずしも大丈夫、というわけではないの
です。情報量は 30％ぐらいかも知れま
せん。そうすると、聞こえる学生との
間に情報格差ができるわけです。結局、
私の場合には、先生にノートテイクの
資料を見てもらうことによって、評価
をいただけました。そういう意味から
も、相対評価ではなくて絶対評価にし
ていただくのが良いと思います。実態
と能力に応じて評価をしていく、それ
が大切ではないかと思います。
司会　ありがとうございます。先ほ
ど、石田先生のお話のなかにもありま
したけれども、教員こそが最大のバリ
アー、まさにそう感じました。では、
他の質問をお願いします。
平野　全カリ総合教育科目構想・運

営チームリーダーをしております文学
部の平野と申します。秋山先生にご質
問したいのですが、ある初習言語の検
定試験で、秋山先生が受験なさった英
検と同じように、字幕を付けて聞き取
りや書き取りの試験をすべきか、それ
ともすべきではないかということで、
議論をしたことがあります。その結論
としては、字幕は付けず、その代わり、
受けることのできた筆記試験の点数の
傾斜を掛けて全体の点数にするとしま

した。
　その理由は、これは本当に激論の末
なんですけれども、そもそも測れない
能力をほかの能力で代替するのは適当
ではない、という意見が強かったから
です。それで、英検のまねをしないと
いうことになりました。これは、実際
に障害をお持ちの方から見て、あまり
好ましくない判断とお考えになるので
しょうか。
秋山　難しいご質問ですね。私は、

いろいろな環境が変わる前にアメリカ
に行きました。日本では、あまり配慮
を受けないままアメリカに行ったので、
その分アメリカでいろいろな影響を受
けました。リスニングに関しては、聞
く能力とほかの能力を代替はできない
のではないかという、そのご意見はよ
くわかります。アメリカは免除が多い
ですから、平野先生のお話は適当だと
思います。
　日本の場合は、いろいろと細かく配
慮がされていて、聞こえる人と同じよ
うに試験を行うのがよいという考え方
が強いようです。文化的な背景もある
のかも知れませんが、自分は聞こえな
いから受けられないでは、差別を感じ
るので何か工夫をしてほしい、という
考え方が日本では強いのかもしれませ
ん。
　難しいところなのですが、英検の件
で新聞に載ったときには、聞こえる読
者の方からお手紙を頂いたことがあり
ます。その方は、聞こえないから字幕
テロップに代替する方法でリスニング
の試験を行うことに疑問を投げかけら
れていました。そうした課題は残り続
けているのではないでしょうか。代替
をしてテロップを付ける方法もあれば、
評価の基準をみんなが納得できるよう
な形にしているとするとすれば、免除
という考え方もあると思っています。
司会　ありがとうございました。議
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論は尽きませんが、時間も予定を超し
ておりますので、そろそろ閉会の辞に
移らせていただきたいと思います。
　石田先生、秋山先生、文先生、本日
は大変ありがとうございました。
　最後に、全学カリ副部長の藤原新か
ら閉会のごあいさつをさせていただき
ます。
藤原　全カリ副部長をしております

経済学部の藤原と申します。本日はお
三方の先生方、本当にありがとうござ
いました。
　お三方の先生とも、ご自身の実例に
基づいて、非常に重い言葉でお話しい
ただきましたので、ここで私が何を言っ
ても軽いことになってしまうと思いま
すので、それぞれの先生方のお話を心
のなかに刻んで今日は帰りたいと思っ
ております。
　１点だけ申し上げますと、先ほど
0.2％というお話がありましたが、これ
が欧米並みになってきますと数％とい
うことになります。私の授業では、200
名ぐらいの学生がおりますので、その
なかの常に 10 人ぐらいの学生は、障害
を持った学生がいるということになる。
そういう意
味では、欧
米に近付く
と い う こ
と、すなわ
ち、私たち
すべての教
員が自分の
問題として
かかわるべ
きであると
いうことを
強く考える
ことができ
ました。
　そのときに、教員が最大のバリアー
であるというキーワードが重要になっ

てくると思います。いろいろ努力をし
ても、最後のバリアーになるのは教員
だということは、性格上仕方がないの
かもしれませんが、少なくとも自分が
バリアーになっているということを自
覚していきたいと深く考えていきたい
と思います。今日はどうもありがとう
ございました。
司会　では最後に、２段構えで拍手
をお願いします。まずは、石田先生と
文先生のために、それに次いで、秋山
先生のために手話の拍手をお願いしま
す。
　それでは、これにて全カリシンポジ
ウム『大学におけるしょうがいしゃ教
育～全カリ言語教育の現場から～』を
閉会にしたいと思います。本日は、ど
うもありがとうございました。 
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